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少子・超高齢社会を迎えた日本社会において，特に要支援および要介護者の




















設立以降，平成 年 月までの 年間の当研究会の活動内容とその成果につい
てこの誌面をお借りして報告させていただく。
























































介護者が， 移動・起居・食事・入浴 の 項目の日常生活動作においてそ
のような福祉用具を利用しているか問うものである。さらに，介助の際にあれ
ば良いと感じる福祉用具についても自由回答で質問している。
年齢の平均は 歳，性別は男性 名，女性 名であった。要介護度別に見




これによると，要介護者が移動動作が 自立 の場合には，介護者 名のう
ち，負担を とても感じる と回答したのは 名と少数であったのに対して，要
介助 の場合には 名のうち 名の介護者が負担を とても感じる と回答し
ている。
起居動作 の場合にも，移動動作の場合と同様の回答傾向が見られた。一






などの段差の昇降を可能にする 段差解消機 や 手すり などが挙げられた。
以上， 要介護者の自立度と介護者の介護負担感ならびに福祉用具の利用現










ジャー） および 福祉用具取扱者 が把握しているニーズについても調査を
行った。
山形県庄内管内の福祉用具取扱事業所 箇所ならびに酒田市ケアマネージ
ャー連絡協議会会員 名に対して， に示した内容の 福祉用具に対する






特に， 移動に関する福祉用具 の中で取り扱う頻度の高い上位 項目につい
て問うものである。さらに，現状の移動に関する福祉用具について，利用者や
介護者にとって有効な付加すべき機能についても自由回答で質問した。
回答を得た 名のうち，介護支援専門員 名，福祉用具取扱者 名，その他
名という内訳であった。
まず，利用者や介護者から自立や介助の相談を受ける日常生活動作の内訳を
図 に示した。第 位にあげられたのは， 移乗・移動動作（ 件）， 起居（
件）， 排泄（ 件） の順であった。 位までの合計件数では 排泄（ 件），
移動・移乗（ 件）， 起居（ 件） の順であったが，やはり日常生活動作
　 　 　 　 　 　 　





に示した。これによると，第 位にあげられたものは 起居（ 件） で， 移
動・移乗（ 件） であった。第 位までの合計件数でも， 起居（ 件）， 移
動・移乗（ 件） という順になっている。 利用者や介護者からの相談内
　 　 　 　 　 　 　
容について においては 移動・移乗 に関する相談が多かったが，実際に取
り扱う福祉用具については 起居 に関するものが多いことがわかる。
最後に，移動に関する福祉用具の取り扱う頻度の高いものの内訳を図 に示

























以上， 介護支援専門員（ケアマネージャー） および 福祉用具取扱者 が
把握している福祉用具ニーズの内容について検討した。その結果，移動・移乗
や 起居 動作に関する相談が多いことがわかった。また， 移動 に関する
福祉用具では，車椅子の取り扱いが多いことも把握できた。
福祉用具市場の現状把握と，当研究会において開発・改良を行う福祉用具の




福祉用具開発研究会は平成 年 月に発足し，平成 年 月に至るまでの














めに，写真 に示すような レバー推進式車椅子 を開発した。
産官学の連携を生かした福祉用具の開発・改良を目指した活動
平成 年度に実施した 福祉用具に対するニーズ調査アンケート で，介護
支援専門員や福祉用具取扱者から指摘された利用者や介護者にとって有効な付
加すべき 車椅子 の機能の中から， 路上の小石や路面の凹凸，室内の敷居
程度の段差を乗り越えられる車椅子 として 後輪の回転運動を前輪に伝える
四輪駆動方式の手動車椅子 を試作した。
平成 年度に試作された 四輪駆動式手動車椅子 の改良指針を得るために，

















る と 名中 名（ ％）から指摘された。半数に近い試乗者から当四輪駆動
式手動車椅子が段差乗越えに有効であるとの評価をいただいた。さらに，屋外，
特に砂利道での通行に有効ではないかとの評価もしていただいた。












表 に示した，改善の余地のある項目について， 操作性 ， 必要な力 ， 外
見・形状 ， 安全性 の つの視点から，図 のような特性要因図を作成して
みた。
産官学の連携を生かした福祉用具の開発・改良を目指した活動


















価に基づいて回答割合を作成してみると， 良い 評価の項目と あまり良く
ない 評価の項目に分類されることがわかる。











段差を 度斜めから乗り越える 場合の つが 良い 評価項目となっている。
これらのことより，四輪駆動化することにより，本来前輪キャスターには無か
った駆動力が付加され，段差乗り越えに有効であることが確認できた。ただし，
段差を正面から乗り越える 場合には， 良い という評価と あま
り良くない の評価が分かれている。これは，図 の 改良の余地に関する特
性要因図 の中の 必要な力 の要因の中で，身体機能の高低（力が有るか無
いか）によって操作性が異なることを示唆しているものと考えられる。
あまりよくない 評価の項目について
次に， あまりよくない 評価項目として 後方への移動時 ， 前方・左
右への転回時 ， 後方 左右への転回時 の 項目が指摘されている。これら






た。各項目に関する評価については， 非常にそう思う を 点， まあまあそ
う思う を 点， あまりそう思わない を 点， まったくそう思わない を
点として平均点を算出した。よって， 点以上の場合には概ね良い評価とみ
なすことができる。
よって， 移動能力の向上 ， 移動の意欲増進 ， 安定感 について












必要な力， 外見・形状， 安全性の点から，改良を加えた（写真 参照）。











）徳田哲男 福祉工学による生活環境支援 福祉を拓くテクノロジーの世界 ，
，日本出版サービス， ．
）和田謙一郎 改訂ケアマネジメント 社会資源の活用と介護支援サービス
第 章 高齢者生活保障としての介護保険 ，（百瀬 孝，和田謙一郎編）， ，
建帛社， ．
（付記 ） 福祉用具開発研究会 の構成メンバーは，以下の通りである。
東北公益文科大学 西口宏美（会長）
株式会社石井製作所 代表取締役 石井幸，研究課課長 伊藤廣夫
株式会社齋藤農機製作所 技術部課長 金子真之
医療法人宏友会介護老人保健施設うらら
参与 伊藤利明，医療部長 佐藤裕邦
庄内総合支庁産業企画課
産業企画専門員 今野洋・遠藤久男，主査 伊藤成克
（付記 ）福祉用具開発研究会の開発・改良した福祉用具については，庄内地域産
学官連携推進会議研究成果発表会にて成果報告されている。
